
ICTを用いたスマート水管理
～岩見沢市様の持続続可能な農業の課題解決に向けて～
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本実証では、高度情報通信基盤を用いたSociety5.0社会の具現化により、人口減少下におい
ても地域社会の持続性を確保するために、ローカル５Ｇ、キャリア５Ｇ、地域BWA、LPWA等を活
用した以下の課題実証を行いました。
また、地域情報基盤を活用した安全、安心向上等による定住促進に向けた検証を実施。

農業排水路水位監視と排水機場カメラ監視
防災減災を実現

↓
実証後は自動給水栓等面整備を計画

１．総務省・農水省岩見沢市スマートシティ
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１）全体画面

２．排水路監視
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２）総務省・農水省岩見沢市スマートシティ実証赤川地区

２．排水路監視

広域監視
●状態監視 ●メール通知
●トレンドグラフ ●帳 票 など

水位の上昇が異なり、
雪ダムを発見

様々な通信方式
●BWA ●ローカル5G
●LPWA LoRa、11ah
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３）農水省情報通信環境整備対策事業 お茶の水地区

２．排水路監視

R5.2.9 R5.2.29 R5.3.30
過去の映像も記録で保管

地区トレンドで相関を把握

夜間も高感度で確認
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４）排水機場監視 北斗排水機場

２．排水路監視
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５）ネットワーク構成

２．排水路監視

光ファイバー網（大容量）

BWA（中容量・中距離）

排水路監視サーバ

BWA（中容量・中距離）

LoRa
（小容量・遠距離）

カメラ

水位計

LoRa
（小容量・遠距離）

カメラ

水位計

岩見沢市様の整備方針
●用途に合わせた通信の組合せ
●幹線の光ファイバー＋スマホも活用できるBWA

■カメラは容量を要するのでBWA
■水位計は省電力遠距離が可能なLPWAのLoRa
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1）流域治水スマート田んぼダム

３．今後の取り組み

給水側を停止し
事前排水貯留量確保

排水高を上昇

大雨を完全貯留

河川の増水を抑制

天候と河川増水が回復

給排水を通常モード

大雨時の洪水被害の低減

排水ポンプ車による水害対応

クボタの排水ポンプ車

(DSシステム搭載)

大雨が予想された場合

KSISで一斉操作・解除が可能です。
圃場毎に畔高を基に貯留高を個々に設定。
WATARASで完全貯留します。

ここがポイント！
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２）自動走行に適した水管理

３．今後の取り組み

出展：

「自動走行農機等に対応した農地整
備の手引き」の概要（農水省）

フラット型WATARAS

突起物が無いので、農
機の旋回を邪魔しない



「スマート農業の実現に向けて」
クボタグループは農業機械と 農業用水の自動化により

岩見沢市様の豊かな農業を支援します


